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新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）を活用した
５G等先端技術を活用したビジネス創出プロジェクトにかかる効果検証について

〈令和８年６月時点〉

事業名 ５G等先端技術を活用したビジネス創出プロジェクト

事業概要

　「５G X LAB OSAKA」を拠点に、中小企業やスタートアップ等に対して、さまざまな事業フェーズ（構想期・開発期・実
証期・事業化期）に応じた支援を行い、５G等先端技術を活用したビジネスの創出をめざす。
　本事業は、本市中小企業支援施策の執行機関である公益財団法人大阪産業局が本市交付金による事業として実施す
る。
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経済戦略局産業振興部イノベーション課
（０６－６６１５－３７２６）

交付対象事業経費

交付決定額

課題

（R6年度）
　本事業は、企業等の事業フェーズ（構想期・開発期・実証期・事業化期）に応じた支援を実施してきた中で、開発期の支援
にかかる開発補助は、大企業に比べて開発に必要な実証フィールドやリソースなどの環境に乏しく、より実効性の高い支
援を求める中小企業やスタートアップからの申請件数が募集件数を上回る状況が続いている。
（R7年度）
　特になし。

今後の対応方針

（R6年度）
　開発補助については、引き続き中小企業等の高いニーズがあることや、本事業のKPIである５G関連プロジェクトの創
出につながる有効な取組と認められることを受け、５Ｇビジネス創出を促進する環境の一層の充実を図るため、令和７年
度についても継続実施することとする。
（R7年度）
　本事業による支援後も、「５G X LAB OSAKA」の機能を活用したソフトバンク株式会社による技術支援や中小企業支
援の中核機関である公益財団法人大阪産業局の支援ネットワークを活かした総合的な支援により、市場へのサービスイ
ンに向けた支援を継続して実施する。また、サービスイン後においても、事業者のフェーズ等に応じ、本市をはじめ他の自
治体や支援機関等の各種支援と連携することで事業の拡大・成長を図ることとする。

地域の多様な主体の参
画による効果検証結果

（主な意見・指摘等）

（R6年度）
　海に隣接するATCを実証実験の場所として提供していることが特に素晴らしいので、もっとPRし、知名度を上げてほ
しい。
（R7年度）
　令和8年９月末までに地域の多様な主体の参画による効果検証を実施予定。
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